
令和４年度 東北の風景街道 活動レポート Vol.08 

広瀬川せせらぎ緑道 
美しいせせらぎをまちの賑わいに活かす取組が 

進められています！ 
 

 

 

 

 

 

 

 

岩手県北上市の「広瀬川せせらぎ緑道」は、
市道の北上駅鍛治町線を中心に、沿道には十
字路商店街や多くの飲食店が並び、市内で最
も賑わいのあるエリアにあります。 
飲食店の数はなんと約 500 軒。夜、せせら

ぎ緑道は店の灯り、人々の活気など夜の賑わ
いに彩られます。 
広瀬川の暗渠化に伴い、その上の沿道の景

観を良くしようと、市民と市役所による 13回
のワークショップを経て、平成 21（2009）年
度、せせらぎ緑道が整備されました。約 400m
区間のせせらぎ水路を清らかな地下水が流
れています。 
この広瀬川のせせらぎを活かし、中心市街

地の活性化に向けた活動が行われています。 
平成 25（2013）年度には北上市の大切な景

観資源とそれを守り育てるための活動を、次
世代へ残していくための認定制度「きたかみ
景観資産」に「癒しの小径 広瀬川せせらぎ」
として認定されました。 

▲「広瀬川せせらぎ緑道」多くの飲食店が並ぶ沿道。 

▲ 夜は沿道の店の灯りに彩られる。 

▲ 平成 25（2013）年度「きたかみ景観資産」に認定 



  

 

 

 

 

 

 
 

 

広瀬川せせらぎ緑道では、毎月１回「清掃
活動」を継続的に行っています。 
活動団体の「広瀬川まちづくり倶楽部」を

中心に、沿道の飲食店、企業ボランティアの
協力のもと、4月~9月に発生する藻の除去、
ゴミ拾い、樹木の剪定などを行っています。 
令和 3（2021）年度には年間 137名が清掃

活動に参加、社会福祉協議会や NPO 中間支
援団体からボランティアを募集しており、令
和 4（2022）年度の夏休みには、中高生の参
加もみられました。 
継続的な活動により、地元に親しまれ、良い景観が維持されている広瀬川では、

年に１度、「広瀬川せせらぎ緑道あかりプロジェクト『広瀬川行燈夜祭（行燈ナイ
ト）』」が開催されます。 

  

▲ 毎月 1回の「清掃活動」（第 2水曜日 10:00~12:00）では、活動団体と沿道の飲食店、企業や中高生ボランティアが参加 

▲きれいなせせらぎ、きれいなまちを自分たちの手で 

▲ 広瀬川行燈夜祭（行燈ナイト）では、せせらぎ緑道がお祭りの舞台となる。 



 

 

 

 

 

 

「広瀬川行燈夜祭（行燈ナイト）」は、沿道にオリジナルの行燈を灯し、市内の芸
能団体（鹿踊り、鬼剣舞、ダンスなど）の公演、日本三大盆踊りの西馬音内盆踊り
の公演などを行う一夜限りのイベントです。行燈は 80 基ほどあり、和紙の行燈の
絵は地元の絵手紙教室の先生や、交流センター（公立公民館）のイベントにて子ど
も達が描いたものです。 
沿道の飲食店が出す出店により、さらに賑わいは増し、行燈の灯りにより、夜の

飲食店街が幻想的な魅力あるまちとなります。毎年好評で、約 2,000人の観客は道
に入りきれないほどです。行燈ナイトが終わると観客は思い思いに、お気に入りの
飲食店へ・・・。 
令和 2～4（2020～2022）年度はコロナ感染拡大防止のため行燈ナイトは中止と

なりましたが、地域のお祭り（みちのく芸能祭り、きゅうり天王宵宮祭り）にて行
燈を展示したところ大変好評だったとのこと。また、秋田県能代市にある登録ルー
ト「のしろ白神の道」との灯りの交流では、2022年 12月「のしろまち灯り」にて
行燈を展示しました。 
北上市の中心市街地に位置する広瀬川せせらぎ緑道。周辺の住民や飲食店、企業

の皆さまの協力を得ながら、まちが賑わい盛り上がるよう、中心市街地の活性化を
目指した取組が進められています。 

 
 

▲ せせらぎ緑道を照らす「行燈」 夜の飲食店が幻想的な魅力あるまちとなる。 

▲ 日本三大盆踊り・西馬音内盆踊りの公演 毎年好評で、道に人が入りきれないほど。 


